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学位論文等題目 〈論文〉 創発する絵画 
 〈作品〉 学習的ドリフト Drift of Learning  
学習的ドリフト（モノクローム） Drift of Learning（monochrome)
絵画は創発する  Painting for emergence 
絵画は創発する（モノクローム） Painting for emergence（monochrome)
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 中村 政人 
（論文第１副査） 東洋大学 教授  河本 英夫 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） Ｏ ＪＵＮ 
（副査） 東京大学 教授  池上 高志 





























































































































































































































    
 
うな創作と方法を行っていることに意味があり、その途上に現在見るような状況を作り出していることを評
価したい。ただ、そのことの行為性のなかに絵画の構造としてさらに批評的に越えなければならない問題が
今作品のなかに内在し同時に露見してもいるように思われる。一つは作品の平面性である。最終的に壁面に
設置されることと、テンションによって広げられた迫力ある全貌が同時に張られたカンバスを想起させるこ
と。最終的な全体のイメージがア・プリオリとして作家の手の内に在るということ。しかし絵画それをたと
えば肯定的に越えて行こうとの目論みがあるならば、現在の制作と並行してカンバスを張りその上にイメー
ジを描くという“歴史的方法”あるいは“退屈なビジュアル”そのものの根底的見直しを現代の批評的文脈
や枠組みのなかに消化させないことが必要かと思う。村山の二点の素晴らしい作品が、たとえば一方は人の
身体のある部分に見えたり、あるいは“島”のようにも見えたり、また黒地の作品が飛翔する鳥のように見
えたりする或る既視感は私の方にあるのか、それとも村山悟郎にもあって“私たち”の共同イメージ故なの
か、いずれにせよ絵画の問題がその始発以来依然として人のイメージ、心性に触れていることを示している
と思われる。村山の作品は以上のように様々な問題や検討の余地を抱えつつも尚、作品の強度や展開の可能
性を暗示させて私たち審査員を深く魅了させた。「作品が問いそのものであること」。村山悟郎の作品は制作
とともにそのことを不断に追求している証として私は高く評価するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
村山悟郎の博士課程における作品及び論文における研究成果は、著しい成果を上げている。作品、論文副
査の先生においても高評価を受け研究成果の今後の展開が期待される内容となった。特に、作品制作のプロ
セスそのものに内在する文脈の論理的背景は、生態物理学、文化人類学、精神医学、生命系システム理論な
ど芸術論的文脈だけではない思考の実践が行われている。特にオートポイエーシス理論を背景に絵画の支持
体の生成プロセスと絵の具による描画プロセスが自己組織化していく表現方法は、独自の視覚的言語を抱き、
主題である「創発する絵画」を実証的に研究している。描く主体としての自己とその意識の表れを論理的な
行為として分析・検証し自らの次の行為が決定されていく。生物が自己治癒し成長していくように絵画が生
成していくその芸術観は、独自の論点を獲得している。 
作品は、水平な状態、つまり床面で制作された位置から、垂直な壁に設置される。編み込んでいる麻紐は、
放射線状に拡散され空間に固定される。この水平と垂直の関係変化が作品の完成に大きな意志決定を最後に
与えている。この決定的な意志決定プロセスにおいては、制作初動時と完成時の関係において展示方法も含
み研究課題が見てきている。つまり、作品のスケールによっては、仮説的な展示方法では対応できなくなり、
恒久設置する場所において制作の始まりと完成までのプロセスを条件としなくてはならない場合が想定され
る。また、オートポエティックな制作システム上で起こる内的、外的から与えられる変数（揺らぎ）の働き
が今後の大きな制作上の課題といえる。この変数が安定したときに完成が見えてくるともいえる。 
論文としては、多くの学術的文脈を引用し明快に作品の論理性を言語化しすることに成功している。学術
的にも独自の理論として展開することが期待される。 
